
１．はじめに

本論は、フィラー的用法を持つ「で」、「あの（ー）」、「え（ー）」、「ま（ー）」の、イン

タビュー談話における出現率について考察し、その結果から日本語教育の会話指導に提言

を行うことを目的とするものである。

フィラーについては、「話そうとして、ことばを探したり、会話の順をとるために声出

しをしたり（略）また、一時的に文を述べることを中断してしまう」ような「そうしたと

きに、「あのう」とか「えーと」というようなことばを発する。これを「言いよどみ」（フィ

ラーfiller）と呼ぶ（森山，2005，p.188）。」と、本論では考えることとする。本論ではイ

ンタビュー談話を資料としてそこに現れるフィラー的用法を持つことばについて調査を行

い、それらの出自別に頻出する形式を確認したところ、その出自が接続詞、指示詞、感動

詞、副詞であるフィラー的用法を持つ形式については、頻出する形式の上位3位までの形

式によって出自別の出現率の70％以上をカバーしていることが分かった。そこでこれら

について資料中の用例を用いて確認を行い、その結果を日本語教育の会話指導への提言と
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することを試みたい。

なお、本論中の用例は、テレビのインタビュー番組の対話音声をその採集資料とするも

のである。資料については本論では「インタビュー資料」とし、資料の内容については論

末に挙げる。このインタビュー資料については、NHK番組アーカイブス学術利用トライ

アル2017年度第2回閲覧採択課題「NHKインタビュー番組中の談話に見られるフィラー

のはたらきをもつ接続詞について～その発生の経緯、種類、機能、表現効果から戦後の日

本語談話の変遷を考える～」の一部を使用した。

２．先行研究と問題の所在

まず、フィラーの研究史を確認する。フィラーの研究の歴史は三つの時期に分けて考え

ることができる。

初期の1930年代から40年代にはフィラーを指す特段の呼称はなく、それを品詞名で呼

んでいた（山田，1908，p.128-136、橋本，1948，p.56-67）。この時期はフィラーの機能がい

まだ注目されていなかったことを示唆していると思われる。

次に、50年代から80年代初頭にかけてフィラーの呼称が現れ出した時期が到来する。

しかしこの時にはまだフィラーを「知的な命題を構成するものではな」（小出，1983，

p.83）いと、語間の場つなぎに用いられるもの（伊佐早，1953、遠藤，1953、塩沢，1979、

小出1983）ととらえていた。

そして、80年代以降にフィラーは言語研究の場でその役割を積極的に認識されるよう

になる。メイナード（1992）はフィラーの会話管理上の意義について述べた（メイナード，

1992，p.117）。山根（2002）はフィラーの機能を「話し手の情報処理能力を表出する機能」、

「テクスト構成に関わる機能」、「対人関係に関わる機能」の三種に分けて考察した（山根，

2002，p.220）。この80年代以降の時期から、フィラーは単なる「つなぎのことば」から

「談話構成に関わる機能を持つ談話標識」として認められていく。本論でもこの考えを踏

襲し、フィラーを談話構成に関与する要素として積極的に捉えていくこととしたい。

次に本論で考察するフィラー的用法を持つ形式について扱った先行研究を、形式の出自

別に見ていく。談話中でフィラー的用法をもってはたらく接続詞「で」に注目した先行研

究には、平川（1991）、石黒（2010）などがある。これらはいずれも大学の講義の談話を

資料としており、そこでは接続詞の縮約形、特に「で」の使用率が高いこと（平川，1991，

p.99）、「「で」が講義で使用される接続表現中で圧倒的に多く、全体の44.7％を占める」

こと（石黒，2010，p.140-143）が述べられている。

談話中でフィラー的用法をもってはたらく指示詞の「あの（ー）」、「その（ー）」につい
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ては小出（2009）、大工原（2008）などが扱っている。小出は、「「そのー」は「談話参加

者と談話内容の領域との関係表示」、「あのー」は「コミュニケーションの開始、談話ステッ

プの移行、談話形成に関する対人的調整」を表す（小出，2006，p.24-25）と述べ、大工原

は、金水・田窪（1992）が述べる談話管理理論を踏襲した上で、「「あの（ー）」は直接経

験領域内の情報の参照に、「その（ー）」は間接経験領域内の情報の参照に、それぞれ対応

している。具体的に言えば、「あの（ー）」は、（略）おおむね、「自分の意図や気持ちを十

分にふまえて言語形式を製作する」（略）。一方、「その（ー）」は、（略）おおむね、「言語

的文脈を十分にふまえて言語形式を製作する」という行動に対応する（大工原，2008，p.

55）。」と、その談話内の機能についての整理を行った。

また、フィラー的用法の指示詞「あの（ー）」とフィラー的用法の感動詞「ええと」に

ついて定延・田窪（1995）は、「「ええと」「あの（ー）」は、話し手が何らかの心的操作を

おこなっている間に発話される心的操作標識である」とした上で、「「ええと」は話し手が

心的操作のために聞き手とのインターフェイスを一時遮断する宣言として働く」とし、

「「あの（ー）」は、話し手が聞き手とのインターフェイスを遮断するというよりも、むし

ろ継続・保持しようとしている宣言として働く」とその差異を述べる（定延，田窪，1995，

p.74-79）。また、さらにこれを発展させて田窪・金水（1997）は「感動詞・応答詞の類は、

心的な情報処理の過程が表情として声に現れたものと言える。」とし、その上で、「「ええ

と」は基本的には、話し手が知識の検索或いは知識を用いた演算に入る時、あるいは、す

でに入っている時に用いられる。つまり、演算領域を確保するために集中したり、聞き手

とのインターフェイスを一時的に断絶する際に用いられる。これに対して、「あのー」は、

基本的には話し手が聞き手に向けての適切な表現形式（モノの名前等も含む）の検索／作

成に入っている時に用いられる。したがって聞き手を必ず予定しひとりごとには現れない」

（田窪，金水，1997，p.257-275）とまとめる。

また、フィラー的用法をもってはたらく副詞「ま（ー）」について魏（2015）は、「統語

的には「ま（ー）」の前の要素が独立性の高い場合に、談話的には「ま（ー）」の前の要素

が談話運営上発話者に有利になるように機能する場合に、「ま（ー）」に対偶差が反映され

る」（魏，2015，p.75）とした。

これらの先行研究はいずれも、教室での談話のような、限られた空間における談話を対

象としていたり（平川，1991）、（石黒，2010）、形式は異なるが用法が類似しているフィラー

どうしの差異を理論として述べるものであり（定延，田窪，1995）、（田窪，金水，1997）、

（魏2015）、広く対人的な談話を対象としてそこに出現するフィラーについて、その出自

の差異別に統計的な考察を行ったものではない。そこで本論ではインタビュー談話に出現
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するフィラー的用法を持つ形式を、その出自の差異別に統計的に考察してその出現率を示

した上で、出自別に出現頻度が高い形式を示し、その上位3位までの形式で出自別のフィ

ラー的用法を持つ形式の70％以上を占めることを述べ、先行研究を補う。さらにこの結

果を日本語教育に還元して、日本語会話教材のフィラー指導に対しての提言を行うことを

目指したい。

３．インタビュー番組でのフィラー的用法の出現状況

３．１．全フィラー的用法中における品詞別フィラー的用法

ここではまず、本論でフィラー的用法をもって文中で機能していると考える語を提示す

る。具体的には、Ⅰ．統語的条件、Ⅱ．第三者による認定の二段階の選抜を設け、各段階

の選抜の条件を満たした形式のみをフィラー的用法をもってはたらく形式として認めるこ

ととした。

Ⅰ．については、本来の品詞としての統語的条件とは異なる位置に置かれ、それが命題

的・構文的意味を有していない形式であるとき、それをフィラーとするものである。例を

示す。（ ）内の番号については論末に挙げた資料番号を表す。

Ⅰ．統語的条件による選抜

〈接続詞かフィラーか〉

・「その時、雨が降ってきた。で、傘をさして、」（⑥）

→上記文の「で」は文頭に置かれ接続詞として機能していると考えられるため、これを

接続詞とする。

・「僕だって、で、それからいろいろあって、で、どうしようもなかったから。」（③）

→上記文の「で」は文中に置かれて接続詞としてではなく発話をつなぐ形式として機能

していると考えられるため、これをフィラーとする。

〈指示詞かフィラーか〉

・「あの頃は、まだ子どもも小さかったのでね、」（①）

→上記文の「あの」は、指示詞「あの」に名詞「頃」が後続しており、「あの」が名詞

の連体修飾語として機能していると考えられるため、これを指示詞とする。

・「あの、僕としては、昼間から仕事はしないし…。」（⑨）

→上記文の「あの」は、「あの」に人称代名詞「僕」が後続しているが、この「あの」

は人称代名詞「僕」の連体修飾語とて機能していないため、これをフィラーとする。
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〈感動詞かフィラーか〉

・「えー、それはないですよ。」（⑪）

→上記文の「えー」は、文の命題から外れて独立語として機能していると考えられるた

め、これを感動詞とする。

・「そこへ、えー、いわゆる、心臓カテーテル、えー、いわゆる『心
しん

カテ』を」（⑫）

→上記文の「えー」は独立語としてではなく発話をつなぐことばとして機能していると

考えられるため、これをフィラーとする。

〈副詞かフィラーか〉

・「まーいいやって思って、それで」（⑬）

→上記文の「まー」は、後続語の「いい」の連用修飾語として機能していると考えられ

るため、これを副詞とする。

・「こういうところは、まー、私の、まー、性分、性分ですね。」（⑤）

→上記文の「まー」は、後続語の「私の」、「性分」の連用修飾語としてではなく発話を

つなぐ形式として機能していると考えられるため、これをフィラーとする。

〈その他〉

・「その時、「あんた、まだ若いんだからいいさ、いいさ。」って言ってくれて。」（②）

→上記文の「あんた」は、文の主語として機能していると考えられるため、これを人称

代名詞とする。

・「そしたら祖母が「だって、あんた、そりゃ、あんた、うどんだもの。」って。」（⑭）

→上記文の「あんた」は、文の主語としてではなく、発話をつなぐ形式として機能して

いると考えられるため、これをフィラーとする。

Ⅱ．第三者による認定

インタビュー資料の元であるインタビュー番組を文字起こしした原稿について、6名の

男女（男性3名、女性3名、いずれも20～50代の成人。東京都23区内出生者）に「この

語がなくても文意が分かる箇所に印を付けて」と依頼し、6名の印が重複したものをフィ

ラーとした。

以上、Ⅰ．とⅡ．の二段階の選抜を設け、各段階の選抜の条件を満たした形式のみをフィ

ラー的用法をもってはたらくことばとして本論では認めることとした。

上記のようにして選抜した、本論でフィラー的用法を持つとして考える語例を挙げる。
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ここでは各フィラー的用法をその品詞から、接続詞系、指示詞系、感動詞系、副詞系、

その他として分類して示す（中根，2002，p.76）（石黒，2010，p.141-142）。

●接続詞系フィラー的用法を持つ語

「で（ー）」、「だから」、「それから」、「やっぱり」、「ですから」、「やはり」、「そして」、

「ほいで」、「それで」、「そいで」、「だけど」、「じゃ（ー）」、「ほれから」、「ほんで」、「す

ると」、「そうすると」、「あとは」、「なので」、「でも」、「でもね」、

●指示詞系フィラー的用法を持つ語

「あの（ー）」、「その（ー）」、「この（ー）」、「なんか」、

●感動詞系フィラー的用法を持つ語

「あ（ー）」、「い（ー）」、「う（ー）」、「え（ー）」、「お（ー）」、「うーん」、「うーんと」、

「えーと」、「えーとですねえ」、「やあ」、「いや（ー）」、「ね（ー）」、「ん（ー）」、

●副詞系フィラー的用法を持つ語

「ま（ー）」、「もう」、

●その他

「あなた」、「あんた」、

なお、上記の中の「●その他」に分類された「あなた」、「あんた」については用例数が

少ないため（全2例）、本論では考察の対象とはしない。

（表1）に資料中に見られた品詞別フィラー的用法のことばの出現数を示す。

（表1）は縦に年代別、横に系統別のフィラー的用法の出現数を表す。本論で資料とし

たインタビュー番組の談話は、話し手と聞き手が固定しておりターンテイキングがない場

面での対話、40分間の部分を各番組使用した。この部分の総文数は5021文である。三資

料ずつの区切りは①～③が1960年代、④～⑥が1970年代、⑦～⑨が1980年代、⑩～⑫

が1990年代、⑬～⑮が2000年代、⑯～⑱が2010年代の資料である。（表1）を元に全フィ

ラー的用法における品詞別フィラー的用法の比率を、年代別にグラフで示す。

（グラフ1）より、1960～2010年代のインタビュー談話におけるフィラー的用法は総じ

て、接続詞系が5.2～12.1％、指示詞系が36.4～53.3％、感動詞系が15.2～29.6％、副詞系

が10.5～39.0％と、全体を100と見ると、接続詞系7.3、指示詞系47.4、感動詞系22.1、

副詞系23.0の比率を示していると考えられる。これは今回資料とした1960～2010年代の
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（表1）〈品詞別フィラー的用法の形式の出現数〉

1960 2 13 17 20 0 52

2 17 6 10 0 35

10 54 22 60 0 146

14 84 45 90 0 233

1970 1 2 3 0 0 6

4 24 16 8 2 54

6 35 13 12 0 66

11 61 32 20 2 126

1980 6 33 22 12 0 73

2 23 15 23 0 63

1 24 6 8 0 39

9 80 43 43 0 175

1990 7 50 39 10 0 106

7 37 4 4 0 52

9 84 53 20 0 166

23 171 96 34 0 324

2000 3 10 7 8 0 28

7 40 20 21 0 88

12 27 2 10 0 51

22 77 29 39 0 167

2010 0 11 0 1 0 12

1 12 3 6 0 22

0 26 11 15 0 52

1 49 14 22 0 86

80 522 259 248 2 1111

（グラフ1）〈全フィラー的用法における系統別フィラー的用法の比率〉

※数値は％を表す。（四捨五入の調整のため、合計は100.0％ではない。）
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間大きく変化せず、戦後の日本語インタビュー番組でのフィラー的用法の系統について普

遍的な面を表していると思われる。

これより、日本語インタビュー番組でフィラー的用法を以て機能するのは接続詞系、指

示詞系、感動詞系、副詞系の語、特に指示詞系、感動詞系、副詞系の語が中心であること

が、戦後のインタビュー談話におけるフィラー的用法使用の一つの型であると見て良いか

と考えられる。

３．２．各系統別に見た、高出現数のフィラー的用法

ここでは（表1）、（グラフ1）を基に、各系統別の、高出現数のフィラー的用法を見る。

まず、各系統別に出現したフィラー的用法の形式の数値を（表2）～（表5）に示す。表中

の各フィラー的用法の前に付した丸囲みの数字は出現数の順位を表す。さらに、（表2）～

（表5）を元に高出現数のフィラー的用法の形式を系統別に（グラフ2）に示す。

〈各系統別に見た、高出現数のフィラー的用法の形式の数値〉

三重大学国際交流センター紀要2020 第15号（通巻第22号）

―40―

（表2）［接続詞系］

 　  1960 1970 1980 1990 2000 2010

6411112256

1 4 1 1 0 0 7

1 1 1 0 2 0 5

0 0 3 1 1 0 5

0 0 0 0 4 0 4

2 1 0 0 0 0 3

2 0 0 0 0 0 2

0 0 1 0 0 0 1

0 0 0 0 1 0 1

0 0 1 0 0 0 1

0 0 0 0 1 0 1

1 0 0 0 0 0 1

1 0 0 0 0 0 1

0 0 0 0 1 0 1

0 0 0 0 1 0 1

081223291141

------



（グラフ2）によれば、接続詞系では「で」57.5％、指示詞系では「あの（ー）」64.6％、

感動詞系では「え（ー）」32.4％、副詞系では「ま（ー）」87.5％が、系統別に見た際に最

高出現数を示すフィラー的用法のことばであると言える。さらに、フィラー的用法の形式

の中で出現率が高いもののうち、上位3位を系統別に（表6）に示す。グラフ中の丸印は

その系統中での出現順位を表す。
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（表3）［指示詞系］

53 36 40 137 39 32 337

21 22 37 34 27 10 151

10 1 1 0 7 0 19

0 2 2 0 4 7 15

2259477171081648

 　  1960 1970 1980 1990 2000 2010

（表4）［感動詞系］

12 9 25 32 6 0 84

11 3 5 40 9 5 73

7 3 4 18 4 0 36

3 7 3 1 1 2 17

1 5 1 2 2 0 11

5 0 2 1 1 0 9

4 1 1 0 2 1 9

1 2 1 0 3 0 7

1 1 1 0 0 1 4

0 1 0 0 1 2 4

0 0 0 0 0 3 3

0 0 0 1 0 0 1

0 0 0 1 0 0 1

952419269342354

 　  1960 1970 1980 1990 2000 2010

（表5）［副詞系］

74 20 37 33 35 18 217

16 0 6 1 4 4 31

842229343340299

 　  1960 1970 1980 1990 2000 2010

-----

-----

-----



（表6）より分かったことをまとめる。フィラー的用法の形式の中で出現率が高いもの

を系統別に見た場合、まず、出現率の1位と2位の間、また2位と3位の間にはそれぞれ

大差があることが分かる。1位と2位の間について言えば、「接続詞系」で約6.5倍、「指

示詞系」で約2倍、「感動詞系」で約1.2倍、「副詞系」で約7倍の差がある。また、2位

と3位の間について言えば、「接続詞系」で1.4倍、「指示詞系」で8.0倍、「感動詞系」

で 2.0倍の差がある。これは、それぞれの系統で頻出するフィラー的用法のことばがか

なり固定的であることを表している。

さらに、各系統の上位3位までのフィラー的用法の形式が全体に占める割合を見ると、

「接続詞系」（「で」、「それから」、「だから」・「やはり」）で78.9％、「指示詞系」（「あの

（ー）」、「その（ー）」、「この（ー）」）で97.1％、「感動詞系」（「え（ー）」、「あ（ー）」、

「お（ー）」）で74.5％、「副詞系」（「ま（ー）」、「もう」で100.0％）であり、本論で扱っ

た資料においては、各系統とも出現率が上位3位までの形式によって全体の70％以上が

カバーされていることが分かる。

これらより、フィラー的用法の形式はその出自の系統別に見ると、使用される形式がほ

ぼ固定的であること、系統別に見た際の出現率が高い上位3位までの形式で、その系統の

フィラー的用法の形式の70％以上がカバーできるということが言える。
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（グラフ2）〈高出現数のフィラー的用法の形式（系統別）〉

87.587.5

32.432.4

64.664.6

57.557.5

12.512.5

28.228.2

28.928.9

8.88.8

0% 50% 100%0% 50% 100%

（表6）〈出現率上位3位までのフィラー的用法の形式（系統別）〉

3

57.5      8.8   6.3 78.90%

64.6  28.9  3.6  　　　　　　  97.10%

32.4   28.2   13.9 74.50%

%00.0015.215.78

% 

＝ 
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フィラー的用法のことばには個人の話し方の癖などが現れやすいと思われるが、実際の

言語運用を考えた際には高い頻度で使用されるものはほぼ固定的であり、その中でも先述

した（表6）のとおり、接続詞系の「で」と副詞系の「ま（ー）」は、フィラー的用法を

持つ形式全体の中での出現率において卓出している。しかも（表2）、（表5）によれば、

「で」と「ま（ー）」の高い出現率は1960年代から2010年代までの戦後のインタビュー番

組中の談話において安定的に観察できる。

以上を確認した上で、この調査結果を日本語教育の教授活動に還元することを試みる。

具体的には会話指導のテキスト中で、上述したフィラー的用法の形式がどのように扱われ

ているかを確認し、会話指導への提言を行いたい。

３．３．現行日本語テキストで取り上げられたフィラー

以下に示したのは、現行日本語テキストの会話と問題部分で取り上げられているフィラー

である。

※1●はそのフィラーが取り上げられていることを表す。

※2フィラーの「あの（ー）」には「あのう、」、「あのう」、「あの、」を、「えーと」には

「えーと…」、「えーと、」、「ええと、」、「ええと…」、「ええっと」を含む。

※3出現位置は全例文頭であった。

（表7）に挙げた日本語テキスト中で採用されているフィラーは「あの（ー）」（「あの

う」、「あの」含む。）と、「ええと」（「ええっと」含む。）の二種であるが、（表6）で示し
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（表7）〈現行日本語テキストで取り上げられたフィラー〉

A 2 2014    

2 2014    

2008    

2012    

B 1993    

       2000    

11026C

11022

D.  2011   

 2012  

E A  2014

A  2014

A  2014



たようにインタビュー資料では、接続詞系フィラーの「で」、指示詞系フィラーの「その

（ー）」、感動詞系フィラーの「え（ー）」、「あ（ー）」、副詞系フィラーの「ま（ー）」など

も20％以上見られる。そこでこれらのフィラーも含めた会話モデルを提案したい。

接続詞系フィラーの「で」については、

・「僕だって、で、それからいろいろあって、で、どうしようもなかったから。」（③・再

掲）

・「我々はー、でー、筋肉というものがあるから、でー、立っていられるんですよね。」

（⑱）

のように、文中に置かれて話をつなげる目的で使用される例がインタビュー資料では見ら

れる。このようなフィラーは、話し手にターンを保持させて発話の続行を示す目的で使用

されている。

指示詞系フィラーの「その（ー）」については、

・「暢気すぎるって言って、みんなからそのー、言われたとかですねえ、」（⑥・再掲）

などの例が見られ、また、

・「最近ではあのーそのー、スタジアム、うー、ドームのスタジアムが、」（⑩・再掲）

と、「あのー」に連続して「あのーそのー」の形式で使用される例もある。

感動詞系フィラーについては、日本語テキストでは「えーと」を採用しているが、イン

タビュー資料では（表4）のとおり、「えーと」よりも「え（ー）」、また「あ（ー）」の使

用の方が見られる。

・「そこへ、えー、いわゆる心臓カテーテル、えー、いわゆる『心カテ』を」（⑫・再掲）

・「フカかサメか、あー、はたまたトビウオかっていう…」（⑬）

これらは先述のフィラー「で」と同じく、話し手のターン保持と発話の続行の提示が目的

での使用であり、特にビジネス会話でのスピーチ、プレゼンテーション等の場面での使用

も想定できると考えられる。

副詞系フィラーの「ま（ー）」は、

・「こういうところは、まー、私の、まー、性分、性分ですね。」（⑤・再掲）

等の使用が見られる。今回調査した日本語テキストでは「え（ー）」、「あ（ー）」、「ま（ー）」

などのフィラーは提出されていないが、これらのフィラーも含めた会話モデルをそのテキ

ストの主旨（総合、会話、聴解等）に沿って採用することで、実際の日本語のやりとりに

より一層近い会話練習が行えると考えられる。日本語テキスト執筆者の方々にはぜひご一

考を願うものである。
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４．まとめ

以上、本論での主張をまとめる。本論では、まずインタビュー談話に出現するフィラー

的用法をもつ形式を、接続詞系フィラー、指示詞系フィラー、感動詞系フィラー、副詞系

フィラーと、その出自の系統別に統計的に考察し、1960～2010年代のテレビで放送され

たインタビュー番組での全フィラー的用法におけるその出現率を示した。その結果、全フィ

ラー的用法中に、接続詞系フィラーが5.2～12.1％、指示詞系フィラーが36.4～53.3％、

感動詞系フィラーが15.2～29.6％、副詞系フィラーが10.5～39.0％と、全体を100と見る

と、接続詞系7.3、指示詞系47.4、感動詞系22.1、副詞系23.0の割合で見られた。これは

1960～2010年代の間大きく変化しておらず、即ち、戦後の日本語インタビュー番組で見

られる談話のフィラー的用法の系統について普遍性があることを示した（3．1．）。

またそれを踏まえ、フィラー的用法の形式の出自の系統別に出現頻度が高い形式を示し

た。それらは、接続詞系フィラーが①「で」（57.5％）、②「それから」（8.8％）、③「だか

ら」・「やはり」（共に6.3％）、指示詞系フィラーが「あの（ー）」（64.6％）、②「その（ー）」

28.9％、③「この（ー）」3.6％、感動詞系フィラーが①「え（ー）」32.4％、②「あ（ー）」

28.2％、③「お（ー）」13.9％、副詞系フィラーが①「ま（ー）」87.5％、「も（ー）」12.5

％で、出現率が上位3位までの形式で、その系統のフィラー的用法の形式の出現頻度が高

いものの70％以上をカバーすることが分かった（3.2．）。

その結果を元に既存の日本語テキストでのフィラー的用法として採用されている形式を

確認したところ、「あの（ー）」（「あのう」、「あの」含む。）と「ええと」（「ええっと」含

む。）以外の形式については採用の実態が見られないことが分かった。そこで、インタビュー

資料では頻出の形式であった接続詞系フィラーの「で」、指示詞系フィラーの「その（ー）」、

感動詞系フィラーの「え（ー）」、「あ（ー）」、副詞系フィラーの「ま（ー）」なども含めた

会話モデルをそのテキストの主旨（総合、会話、聴解等）に沿って採用すれば、実際の日

本語のやりとりにより一層近い会話練習が行えると考えられるとし、日本語教育の会話指

導に提言を行った（3．3．）。
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